
愛媛県では、平成１２年（２０００年）３月に、２１世紀初頭の「新しい愛媛づくり指針」として平成２２年（２０１０年）
を目標年次とする『第五次愛媛県長期計画』を策定し、翌１３年３月に策定した『前期実施計画』のもと、県政の
基本理念である『共に創ろう 誇れる愛媛』の実現に向け、これまで様々な施策・事業に取組んできました。
現在、長期計画の後期５ヵ年（平成１８年度～平成２２年度）のアクション・プランとなる『後期実施計画』を平
成１８年３月に策定し、“時代の潮流と本県の課題”を踏まえ、基本政策ごとに、今後５年間で実現を目指す『重
点目標』を新たに設定し、県政推進の基本方針である『愛媛の元気創造』に向け、施策・事業を重点的に推進し
ています。

時代の潮流
・少子高齢化と人口減少
・安全・安心への関心の高まり
・転換を迫られる産業構造
・環境の世紀
・教育・文化による人づくり
・県政の発展を支える交通・情報基盤の整備
・地方分権と構造改革の推進

県民・市町ニーズ
県民・市町職員アンケート調査の結果

元気な「人」づくり

【重点目標１】愛媛の現在と未来を担う人材の育成＜５＞
○ゆとりある教育環境の整備 ○教職員の資質向上
○社会全体で取組む青少年の健全育成 ●競技スポーツの振興
○文化をはぐくむ環境・機会づくり

【重点目標２】助け合い支え合う地域社会の構築＜６＞
●県民の県民による地域社会づくり ○男女共同参画社会の実現
○高齢者にやさしい福祉社会づくり ○子どもの健全育成と子育て支援の充実
○地域医療体制の充実 ○救急医療体制等の整備

元気の「暮らし」づくり
【重点目標３】安全・安心で快適な暮らしの実現＜１０＞

○循環型社会 ○食の安全・安心対策の推進 ●生活環境の保全
●県土の保全 ●災害に強いまちづくり ●災害復旧への迅速な対応
○犯罪に強い安全な社会の実現 ●危機管理体制の充実・強化
●水資源の確保と節水型社会づくり ○森林の整備・保全

【重点目標４】再生と創出によるたくましい産業の育成＜１０＞
○新産業や新規ビジネスの創出 ○企業立地の促進 ○観光・物産の振興
●県内産業の高付加価値化・高度化の促進 ○森林の整備・保全（再掲）
○農業の担い手の確保・育成と経営支援体制の強化
○新たな愛媛ブランドの確立と流通戦略の推進
○林業就業者の確保・育成と経営体・事業体の育成
○漁業就業者の確保・育成と経営支援体制の強化
○地域の実情を踏まえた雇用対策の推進

元気の「基盤」づくり
【重点目標５】暮らしと産業を支える基盤の整備＜３＞

●広域・高速交通ネットワークの整備促進
●多様な分野における高度情報化の推進
●県内地域間を結ぶ交通体系の整備・充実
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施策の緊急性・有効性等
施策実施の緊急性・対象範囲・波及効果等の評価

本県の財政状況
・県税収入の伸び悩み、地方交付税等の大幅削減、公債
費や社会保障関係費等の増大による財政状況の悪化
・平成１８年度～２１年度（４年間）の財源不足額約１，６００
億円（Ｈ１７．１０愛媛県中期財政見通し）
・財政構造改革基本方針に基づく徹底した歳出削減、歳
入確保

【５つの『重点目標』毎に
一覧表で紹介する事業】

◎対象
新規事業や政策的要素の高い予算事業及びゼロ事業

◎掲載内容
事業名、事業概要、所管課、予算額など簡潔に記載

【『重点事業』】
◎対象
上記掲載事業の内、「新規事業」「予算額の大きい事業」
「県民等との協働事業」など、県民に詳しく、紹介する
必要のある事業

◎掲載内容
事業名、所管課、事業概要（図表等を用いて分かり易く
説明）、成果指標、県民等との協働・連携事項 等

限られた行財政資源を効率・効果的に活用することにより、
厳しい財政状況にあっても適切に推進

毎年度の予算編成を通じ、
各施策を具体化

第第五五次次愛愛媛媛県県長長期期計計画画（（新新ししいい愛愛媛媛づづくくりり指指針針））

県民が主役の
開かれた
県政の推進

県民が積極的に
参加する
県政の推進

県民のための
効率的な
県政の推進

地方分権時代に
ふさわしい
行政体制の整備
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「優先施策」（３３施策）〔＝計画期間中に優先的・重点的に取り組む施策〕の選定

【計画期間】平成１８年度～平成２２年度〔５ヵ年間〕

中期ビジョン
（５ヵ年計画）
【『優先施策』一覧】

重点プログラム
（毎年度作成）

★『優先施策』を推進するための
主要事業を掲載

【優先施策以外の施策（４８施策）】

●後期実施計画の概要

●：土木部関係施策




